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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・電算化委員会より
委員会欠席届(ワークフロー申請)が、本人→委員長→I.O.O　と決裁の流れとなっているが、決裁者に所属SGMやTOLがない状況。所属管理者を間に挟むと最終決裁まで遅れがでることは予想されるが、所属管理者が欠席理由を直ぐに把握できない状況であるため、申請上の理由であるかも不明なところもある。今後所属長を入れるか検討中だが、3月まで所属長を入れて行ってみる。
・ナイトケアの時間帯に1F生活指導室の床暖房の温度が時々15℃設定になっていることがあるため、床暖の温度の確認をこまめにお願いします。また、デイナイトケアの利用者が帰る際、玄関からの冷気が入り、1Fが一気に冷えてしまうので、ホワイトボードに布を掛けて壁を作る等の対策を行っていく。
・12/24（月）予定するデイケア祝日プログムの内容を今月中には決めるようにして下さい。
→チーズ＆チョコフォンデュが候補として挙がっている。

・12/25（火）法人忘年会。遅C勤務者（予定者：慶長JGM、戸賀沢、佐々木、柴崎）は不参加届を、精神領域担当の石橋菜摘さんに提出してください。併せて、余興の募集についても案内が掲示されている為、各自で確認するようにして下さい。
・加湿器の掃除について、庶務が毎月20日以降に掃除を行ってくれるとこと。それに伴い、コップのハイタ―浸けのない金曜日で、尚且つ20日前の金曜日に加湿器の容器をハイターに浸け、掃除していく。

・モニタリング（田名部浩平様）の実施日時

本日16：00～　場所：グループホームあおみ　参加者：佐々木
・サービス担当者会議（鈴木真知子様）の実施日時

11/29（木）10：30～　場所：青風荘　参加者：鳴海SGM、紫葉
・あっぷるハート職員との面談（松川順子様）日時
11/27（火）14：00～　場所：青陽館　参加者：柴崎

＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/3（月）看護内グループ研修　テーマ「救急対応」　場所：メンタル3階会議室

講師：本川Ns

〔外部研修〕

・11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

・12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
・12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ

＜青明舎登録者情報交換＞

・繁名　和恵様～20日来所。国民年金保険料の手続きをしてくるという。測った際に血糖が145mg/dLであったとのことで、葉物野菜を摂取するよう助言している。

・高柳　和子様～21日訪問。「1週間ダメだった」と話す。背中ニキビは内臓の不調からくるものではないか？と考えている。寂しさから弟や叔母に連絡しようかと考えるが、弟には連絡できず叔母に連絡するが迷惑かと思い自分から切っている。グループホームあおぞら入居者（古舘ヨリ様等）から“グループホーム来たら？”と言われ、「グループホームいいなあ」と話している。左肩を下にして寝るため、左肩部の疼痛がある。
　　　　　　　　→グループホーム入居を勧めようと検討していたが、先週は来所していない。次回来所時に声掛けしていく
→（グループホーム世話人）家族やスタッフ以外のグループホームの来訪はNGだが見学であれば良い。グループホームあおぞらは1床空いている
・豊川　明男様～21日夜間連絡あり。下痢症状を訴え19日デイケアを欠席している。20日グループホーム世話人から“デイケアを頻回に休むようであれば関係機関で集まって会議の実施を検討しないとならない”と言われたという。「グループホームを出たいが、保証人がグループホームを出ることをダメって言う」と不満を訴えている。
→（グループホーム世話人）20日の面談時に“今何を考えていますか？”と問うと「何も考えていません」と答えている。おそらく“怒られた”としか思っていない
・我満奈津紀様～22日来所。長女が使用した食器を洗わずそのままにしていたため、気分の落ち込みがあったという。12月の引っ越しのため、12/1書類による入居審査がある。引っ越し後に長女が一人暮らしをするか生活訓練施設「青山荘」に入所するかを検討する。来年8月に交際相手と入籍予定。交際後から交際相手は月4万円ずつ貯金している。
　　　　　　　　→長女の障害基礎年金受給により八戸市役所生活福祉課へ8万円程返還予定。金銭面について過度な不安を訴えることはない
・鈴木　知子様～22日連絡あり。自宅の換気扇が壊れているため、サンデーに連絡し確認のため店員が後日訪問予定。壊したのは最近ではなく10年前で、本人が勢いよく引っ張ったからという。
　　　　　　　　→換気扇を修理する必要性や修理代はあるのか詳細不明
・松川　順子様～本人からあっぷるハート職員に連絡。アパートの家賃滞納分を支払ってから八戸市役所生活福祉課へ返還（治験負担軽減費分）すると説明され安心したという。
24日訪問。小遣い帳は問題なし。財布に入っている4種類のクレジットカード（三春屋OMCカード、フォアライフカード、じぶん銀行、au WALLET）はあっぷるハート職員との面談時に話し合う予定。不安感を訴えていたため、担当スタッフに伝えると助言している。
→椅子に座っているときの本人が小さくみえるが、ここ3か月の体重増減は殆どなくBMIも標準。昼食時の水分摂取は定着している。入浴後に水分摂取しているか確認できていないため、入浴後の水分摂取を促していく
・浅坂　政美様～24日訪問。正月期間について「12/31～1/3デイケア休もうかな」と話している。
・船場　幸子様～22日来所。料理教室の参加時にスリッパが上手く履けず両膝をぶつけることがあったが、疼痛を訴えることはない。
・前野　義勝様～24日訪問。午前中に訪問するが不在で、携帯電話に連絡するがつながらない。15時に再度訪問すると腰を手で押さえながら出ている。腰痛が酷く午前中の訪問時は寝ていたという。携帯電話がつながるよう設定するよう助言している。
・東海林紀子様～24日訪問。父が死去したため表情は暗い。11/11通夜、13日火葬・葬儀を行ったという。父が残したお金から葬儀代が支払われた。四十九日（12/29）まで毎週水曜日は法要を行う。
19日に就労継続支援B型チョコクッキーを利用したが、23日は休んでいる。夫に勧められ23日デイケアを利用している。金銭面について臨時で支出することはあったが、なんとかやりくりしている。スーパーマーケットで購入したレシートから自炊していることがわかる。しかし、夫と2～3日で缶ビール（350ml）3～4本飲んでいるようだ。
→23日デイケア利用時は活気のなさが認められたが、参加できるプログラムは参加していた
・東海林康之様～24日訪問。訪問時の顔のむくみが目立つ。睡眠状況について「寝すぎるくらいだ」と話している。義父の葬儀等で就労継続支援B型カシオペアを3日間休んでいる。就労継続支援A型への移行が諦めきれない。生活保護から脱却したいと考えているが、「生活保護費のなかで生活していくのも自立」と言われ、ハッとしたという。就労継続支援B型カシオペアの賃金は月2万円程。「3月期限の精神障害者保健福祉手帳はいつ更新手続きすればいいのか？」と話すことから、別件で八戸市役所に行った際に確認するよう助言している。
　　　　　　　　→1月から更新手続き可能。当館SWで申請補助していく
＜グループホーム入居者情報交換＞
・淡路智恵子様～21日グループホーム世話人同行で当院受診。健康診断結果の要再検査である心電図を施行している。
・船場　幸子様～22日青明舎来所時に両膝をぶつけている。24日おくでら整形外科クリニックを受診し、処方薬は前回と同様。
・繁名　和恵様～先週は不調が続きており、昨日1週間ぶりに入浴したという。外出希望が頻回で理由について「重度心身障害者医療費受給者証を受け取りに姉のところに行きたかった」と話し、実際に24日受給者証を受け取ったという。
本日、荻生内科医院や鹿内内科医院への他科受診を希望。「他科受診はしないけど、具合悪いからデイケア休みたい」と話し体調不良のためデイケア欠席となる。次回診察日（28日）グループホーム世話人同行し、デイケア欠席が目立っていることを主治医へ報告予定。
・豊川　明男様～20日面談を実施。「デイケアに行けているのに…」と話している。
・中村与一郎様～23日居室内のストーブが故障。ストーブが古すぎて直せないと業者に言われたという。一時的に居室を移動しているが、完全に居室を移動するのであれば入居費が変わる。ストーブの交換の有無を今後こころすこやか財団事務と相談予定。
3週間前から左首の疼痛があり、腰痛からくるものではないか？と考えている。本日午前中におくでら整形外科クリニックを受診。電気治療を実施し、“1日おきに来てください”と言われたという。受診自体は苦ではないが、薬が処方されなかったことに不満を訴えている。今後について「治療が終わったらデイケアに行きます」と話している。
→運動療法では体力測定に参加しているが、ラジオ体操は不参加
・田中　一　様～24日金銭管理について面談を実施。「怒られて悲しくなった」と話していたという。「定期預金から崩せばいいじゃん」と話すため、有事のみに使用するよう助言している。セミナー受講時はおにぎりを持参しているらしい。
　　　　　　　　→23日時点で12/15までに7千円で生活しないといけないと話していたが、本日利用時からの昼・夕食代を計算すると15,120円で明らかに不足している。事前に昼・夕食代の先払いが可能であることを本人に伝え、12/15からの適用を検討していく
・下妻　康貴様～元々入居しているグループホームあおばに見学者が来訪すると不満を訴えることがあったという。先週見学者が来訪したが、その見学者が以前グループホームに入居していた当院外来患者であったため不満を訴えていたという。
20日診察で夕食後薬であるオランザピンOD錠2.5mgが減薬されたと報告を受け、毎週診察を受けていることについて確認すると「前にナイトケアを休むために毎週火曜日診察してたのがそのままになってた。毎週だと先生に伝えることがないときがある」と話しており、次回診察時に上記について先生に伝えるよう助言している。
・番沢　政勝様～30日鹿内内科医院でウイルス検査を施行予定。
・若松　邦生様～24日健康診断を実施。中性脂肪が高いことを指摘されたという。同日寝坊して朝食後薬を忘薬している。当院へ連絡するよう助言したが、「医事が苦手…」と話し連絡はしていない。
・田名部浩平様～本日モニタリングを実施予定。
　　　　　　　　→担当スタッフ同席し、就労継続支援B型ここロード利用後からの様子について関係機関に情報提供していく
＜利用者様情報＞
デイケア
・久保　興介様～23日に外来看護師より情報提供があり、現在、湊病院のデイケアのフットサルを見学しており、好印象を持ったようで今後も週1回水曜日に通って体験利用に行きたいとの希望があったとのこと。主治医も了承しており、今後については本人の希望に沿って勧めていくこととし、本人の意向を確認したうえで当院デイケアの終了を検討することとしている。
・菅野　勝利様～22日に三戸中央病院へ救急搬送された件について訪問看護ステーション五福へ確認している。22日3時に排泄のため起床したが転倒してしまい、体が動かず炬燵横で横たわっていたところを訪問看護師が発見。訪問看護師が救急車を呼び、三戸中央病院へ救急搬送された。同院にて横紋筋融解症と診断され、諸検査施行及び身体症状の改善目的にて翌23日入院。ここ最近、腰痛悪化による意欲低下が認められ、今月からデイサービスの利用を週2回に増やしていたとのこと。今後本人から確認したデイケア利用意志についてケアマネージャーに情報提供していく。
・川口　尚良様～風邪をひいたとのことで、土曜日に長谷川内科胃腸科医院を受診してきたと話している。症状としては、鼻水、のどの痛み等を訴えている。本日のデイケアでは、頻回に体温を測る様子が確認されているが、体温は平熱で過ごしている。
・中村与一郎様～スタッフに左首の付け根に痛みがあり、整形外科を受診したことを報告している。受診時に電気治療を受けたとのことで、現在痛みはなく、違和感があるのみであるとのこと。次回受診時に世話人同伴の予定であるとのことで、その際に今後の治療の予定を確認してみる様助言している。デイケアでは表情良く他者交流しており、不調の訴えなく経過している。
・繁名　和恵様～本人より電話連絡があり、本日頭痛がある為、グループホーム世話人と話し合いデイケアを欠席することにしたと話している。その他に症状等がないか確認すると、「暑いので、熱があって…」と話す為、体温の確認をするが検温はしていないとのこと。暑くて汗を大量に掻いた為、熱があると思い込んでいた様子が窺える。終話直前に、「明日のデイケアには必ず行きます」と話していた為、体調を見てグループホーム世話人と相談して決めるよう助言している。
デイナイトケア
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、先週の土曜日、妹が電話に出ないので、「青風荘の人がなんかしたんでしょ。青風荘は私を殺す気か」と、強めの口調で話すことや、夜は「入院するならそれでもいいよ、薬が合わないし」と、やけになったように話しをすることがあったとのこと。その後、妹に電話すると妹の旦那がでたため、「妹が出ないならいいよ！」と一方的に電話を終了。再度謝るために電話を掛けており、電話内容ついては翌日にスタッフに話している。電話の内容は「妹は胃の調子が悪くて出れなかったんだと話してた」「妹の旦那に青風荘に居た方が良いと言われた」と話し、妹の体調を考えるなら、青風荘に居た方が良いと思っていることを話している。その他、夕食後の嗜好品の時間に「富秋さんが睨んでるから」と話しカウンターで食べることや、他者へ多弁に話し掛けることもあったとのこと。デイナイトケアでは、ミーティングでスタッフからのお知らせに対し、様々発言する稲垣ふき様をジーッと睨むように見ていることがあるが、本人からの訴えはない。また、担当スタッフから今後の担当スタッフが変更になることを伝えると、自身の担当スタッフが誰か知らなかったような口ぶりで話し出し、素っ気無い対応をしている。青風荘にて見られたような様子はないが、他者を睨んでいることや気分変動が見られている為、病状変化に注意しながら関わっていく。
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり、本日来所時「帰りたい」と話すことがあったが、行動化はなかったとのこと。デイナイトケアでは、帰宅希望やそれに関する行動化はない。プログラムに参加すると閉眼していることは多いが、声を掛けると発言し、時間が経過しても問題なく過ごしている。
・馬渡　武光様～青風荘より情報提供があり、11/24（土）の診察で、主治医より11/20（火）に施行した定期採血検査の結果の説明があり、空腹時の血糖118ｍｇ/ｄｌ、HbA1c6.4%（前回6.2%）で数値が悪くなっているとのこと。次回の定期採血検査施行後の結果次第で、専門医の受診を検討するとのこと。
ナイトケア
・下妻　康貴様～表情良く来所しており、本日就労先で行った作業についてスタッフにスマートフォンで撮った写真を見せながら話をしている。外で3時間程、ラウンジのイルミネーションの取り付け作業を行っていたとのことで、適度に暖を取りながらの作業だったと話している。疲れはあるが不調はないとのことで、定時まで落ち着いて過ごしている。
カンファレンスシート（村上　元道様）

実施日：H30年11月26日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：慶長

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	村上　元道様
	性別
	男
	年齢
	47
	生年月日
	S45.7.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

社会資源の利用

	本人希望
	A型就労の安定、病状の安定

	入院歴
	計3回（最終：H12年～H17年8月　青南病院）

	通所歴
	　2回目

· 前回：H17年8月～20年12月デイケア利用

· 今回：H20年12月3日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	住居：グループホーム「あおめ」
	家族構成　母、弟

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	他　自立支援、生活保護

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活保護受給を抜け出し障害者雇用での一般就労を目指す
	①A型就労を安定して行いながらグループホームでの生活を維持する
	①体調を整えながら、継続して仕事を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛、気分変動に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や仕事で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①体調を整えながら、継続して仕事を行えるようになる。
	・2月よりA型就労「レッドコンパス」での正式利用が始まっている。職場までの移動や慣れない業務に疲労感を感じているようだがおおむね体調を崩すことなく業務をこなすことが出来ている。対人面に関しては、イライラ感を感じる場面が有るようだが詳細については語らずいる。日によってはナイトケア内で頭痛を訴えている事が有るが、「今日仕事でいろいろ有って疲れたんだと思う」と話し、休養を早めに取り対処している。また、本人様も環境の変化に伴う体調変化には注意するよう意識している様子である。
・ナイトケア利用の頻度に関しては、A型就労に向けて面接や体験利用を始めた頃から利用頻度が安定している。理由としては、入浴を目的とした来所が増えただけでなく、就労に向けての不安事をナイトケア内で相談する目的の利用も増え安定した来所となっている。
・現在母様や妹様の生活に関して、行政機関と協力しながら対応を行っている状況。本人から何か行わなければいけないことはないが、母や妹から本人へ連絡があり、家具の購入や生活費の援助を行っている様子。ナイトケア来所時に詳細について話すことはないが、自身の体調や生活を第一に考え、自分の考えのみで行動しないことや、無理に対応をしないようにすることを伝えている。本人は「分かってるけど、やらなきゃいけない」と話しており、繰り返しの介入を行っているが、言動に変化はない。朝起きれないことがあるということや、夜遅くまで考え事をしている等、生活リズムが乱れている現状があり、現状を踏まえながら上記を説明しているが、大きな変化はない。
	就労や家族関連の問題に伴い疲労感やイライラ感が有るようだがおおむね体調を崩さず安定しているため今後も継続できるよう支援していく。

	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	・何か疑問に感じたことや、確認したいことについては、自分から相談や確認する事が出来ている。又、確認した内容についてはスタッフへ報告されており、正しく理解する事が出来ている様子。就労開始後には気分変動が過度となる事はなく言動も比較的穏やかに経過している。
・11/7グループホーム世話人から情報提供がある。以前当院に兄と名乗る人物から連絡があった件について、兄が住んでいるアパートの更新を控えているが保証人が母であることから自宅に連絡したが連絡に出ず自宅に行ったが誰もいなかったため置き手紙をしたという。兄か置き手紙に気付いた弟かのどちらかが当院に連絡したとのこと。その後兄が保証人不在の旨を八戸市役所に連絡したことで上記内容が判明。本人は兄と連絡を取り合うことを希望していないが、兄が妹の携帯電話に複数回メールをしているため連絡を取り合っている可能性が高いとのこと。
	就労面だけでなく生活面においても過度な捉え方となる場面が有るため引き続き振り返りを行い現実的な捉え方が出来るよう支援していく。また、家族関連の問題について、本人のみで抱え込むことがあるため、関係機関と情報共有しながら介入していく。


【目標・治療計画（検討後）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活保護受給を抜け出し障害者雇用での一般就労を目指す
	①A型就労を安定して行いながらグループホームでの生活を維持する
	①体調を整えながら、継続して仕事を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛、気分変動に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や仕事で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


